
予
算
編
成
改
革
の
概
要

－
自
律
・
分
権
型
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム

　
予
算
編
成
に
お
け
る
各
局
へ
の
分
権

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
経
常
的

な
経
費
を
対
象
に
各
局
が
原
案
作
成
を

行
う
な
ど
一
定
の
取
組
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
1
6
年
度
で
は
、
こ
の
原

案
作
成
の
対
象
を
原
則
、
全
経
費
に
拡

大
し
、
「
自
律
・
分
権
型
の
予
算
編
成
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
市
民
満
足
度
を
高
め
て

い
く
た
め
に
は
、
事
業
の
効
率
化
な
ど

の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
・

事
業
に
つ
い
て
、
一
層
の
厳
し
い
選
択

と
重
点
化
が
必
要
で
あ
る
。
新
し
い
予

算
編
成
シ
ス
テ
ム
で
は
、
実
際
に
事
業

を
執
行
す
る
局
に
お
い
て
、
自
主
的
な

判
断
に
基
づ
く
取
組
を
図
り
、
予
算
に

反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
な
お
、
区
に

つ
い
て
は
、
区
役
所
機
能
強
化
の
流
れ

を
踏
ま
え
、
1
7
年
度
の
予
算
編
成
以
降
、

対
応
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
）

　
本
稿
で
は
、
今
回
の
予
算
編
成
シ
ス

テ
ム
改
革
の
背
景
や
新
た
な
編
成
方
法

の
概
要
に
っ
い
て
紹
介
す
る
。

１

予
算
編
成
改
革
の
背
景

①
厳
し
い
財
政
状
況

　
横
浜
市
の
予
算
規
模
は
、
平
成
1
5
年

度
当
初
で
一
般
会
計
が
１
兆
３
、
0
1

4
億
円
、
特
別
会
計
が
１
兆
４
、
１
１

名
億
円
、
公
営
企
業
会
計
が
６
、
８
２

８
億
円
、
全
会
計
純
計
で
は
２
兆
４
、

８
１
５
億
円
で
、
政
令
市
と
し
て
は
大

阪
市
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
の
場
合
、
歳
入
の
お
よ
そ
５

割
を
市
税
が
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
市

税
収
入
は
景
気
低
迷
の
影
響
等
に
よ
り

減
収
傾
向
が
続
き
、
平
成
1
6
年
度
の
市

税
収
入
見
込
額
で
は
６
、
４
１
０
億
円

と
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
９
年
度
（
決
算
）

の
７
、
４
２
７
億
円
に
比
べ
、
1
0
0

0
億
円
を
超
え
る
減
収
に
な
る
見
通
し

で
あ
る
。

　
ま
た
、
市
債
に
っ
い
て
も
、
公
債
費

の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え
、
将
来
の
償
還

費
用
の
負
担
増
を
考
慮
し
、
平
成
９
年

度
か
ら
発
行
額
の
抑
制
を
続
け
て
い
る
。

　
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま

す
膨
ら
み
、
歳
出
需
要
が
増
え
て
い
る
。

本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
経
常
的
経
費

の
う
ち
、
生
活
保
護
費
、
児
童
手
当
な

ど
の
扶
助
費
と
、
市
債
の
元
利
金
の
償

還
に
あ
て
る
公
債
費
が
増
加
し
、
他
の

経
費
を
圧
迫
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
緊

急
時
な
ど
に
自
由
に
使
え
る
財
政
的
な

余
力
が
少
な
く
な
り
、
財
政
の
弾
力
性

が
低
下
し
て
い
る
傾
向
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
歳
入
の
増
加
が
期
待

し
に
く
い
中
で
、
歳
出
要
素
は
膨
ら
ん

で
お
り
、
か
つ
、
固
定
（
義
務
的
）
経

費
の
増
加
で
余
裕
度
も
減
少
し
て
い
る

と
い
う
苦
し
い
状
況
だ
。

　
「
中
期
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
公
表
し

た
中
期
財
政
見
通
し
（
一
般
会
計
）

（
７
頁
参
照
）
の
試
算
で
は
、
現
行
の

税
財
政
制
度
の
も
と
に
現
行
の
施
策
・

事
業
を
行
っ
て
い
く
と
、
平
成
1
8
年
度

ま
で
に
、
お
よ
そ
９
６
０
億
円
の
収
支

不
足
に
陥
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
既
存
の
事
業
の
中
に
は
、

「
成
長
・
拡
大
」
を
前
提
と
し
て
一
定

の
需
要
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
た
も
の

の
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

当
初
想
定
し
て
い
た
計
画
ど
お
り
に
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
こ
う
し
た
事
業
に
対

財
政
課
予
算
編
成
改
革
検
討
チ
ー
ム

す
る
新
た
な
財
政
的
な
支
援
の
必
要
性

も
生
じ
て
き
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
予
算
編
成
の
課
題

　
横
浜
市
の
予
算
は
、
こ
の
よ
う
に
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
編
成

が
続
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
各
局
は
予
算
要
求
基
準

（
シ
ー
リ
ン
グ
）
な
ど
の
一
定
の
条
件

の
も
と
で
予
算
（
経
常
的
な
経
費
を
除

く
）
を
「
要
求
」
を
す
る
と
い
う
立
場

に
あ
り
、
財
政
局
が
こ
れ
を
審
査
し
、

原
案
を
作
成
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
前
述
し
た
と
お
り
義
務
的

経
費
が
増
加
し
、
行
政
ニ
ー
ズ
が
拡
大

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
1
5
年

度
予
算
編
成
時
に
お
け
る
各
局
の
要
求

額
の
総
計
は
、
歳
入
見
込
み
を
は
る
か

に
超
え
、
一
般
財
源
ペ
ー
ス
の
総
要
求

額
と
予
算
計
上
額
の
乖
離
は
お
よ
そ

１
、
５
０
０
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
は
、
根
本

的
な
財
源
不
足
の
他
に
、
次
の
よ
う
な

予
算
編
成
の
シ
ス
テ
ム
上
の
課
題
が
あ

っ
た
。

①
経
費
節
減
の
努
力
を
し
て
も
、
そ
の

分
の
財
源
が
自
局
予
算
に
反
映
さ
れ

な
い
な
ど
、
各
局
に
お
け
る
経
費
節
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聡明（予算担当係長）、栗田るみ

（企画係長）、内田敦、飯島龍、門

林宏英、横内仁、山田満
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減
の
取
組
や
、
事
務
事
業
の
見
直
し

　
な
ど
の
動
機
付
け
が
働
き
に
く
い

②
局
が
予
算
を
要
求
し
、
財
政
局
が
審

　
査
・
予
算
案
を
作
成
す
る
と
い
う
シ

　
ス
テ
ム
で
は
、
各
局
の
自
主
的
な
判

　
断
に
基
づ
く
施
策
・
事
業
の
予
算
へ

　
の
反
映
に
限
界
が
あ
る

　
ま
た
、
財
政
局
の
審
査
に
使
用
す
る

資
料
作
成
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
事
務
に

要
す
る
時
間
は
、
各
局
・
財
政
局
双
方

と
も
に
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
昨
年
、
緊
急
改
革
推
進
本
部
（
現
都

市
経
営
推
進
課
一
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
）

が
実
施
し
た
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン

に
関
す
る
全
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

予
算
編
成
に
関
し
て
「
財
政
局
が
一
律

に
予
算
審
査
を
行
う
こ
と
に
無
理
が
生

じ
て
い
る
」
「
事
業
主
体
で
あ
る
局
が

編
成
す
る
方
が
合
理
的
だ
」
と
い
う
趣

旨
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
（
表
－

１
）

　
さ
ら
に
、
市
民
満
足
度
の
視
点
に
立

っ
た
行
政
運
営
の
視
点
か
ら
も
、
実
際

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
局
・
区
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
策
・
事
業
の
成
果
を
評
価

し
た
結
果
を
予
算
に
反
映
さ
せ
る
仕
組

み
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

＠
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
に
お
け

　
る
予
算
編
成
改
革
の
位
置
づ
け

　
右
肩
上
が
り
の
時
代
が
終
わ
り
、
非

「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
と
な
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
の
「
成
長
・
拡
大
」
を
前
提
と

し
た
事
業
や
制
度
は
見
直
す
べ
き
で
あ

り
、
予
算
編
成
の
あ
り
方
も
、
そ
う
し

た
改
革
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
行
で
き
る
シ

ス
テ
ム
ヘ
と
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
横
浜
市
の
再
発
展
戦
略
「
横
浜
リ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」
の
行
政
運
営
改
革
の

方
針
に
あ
た
る
「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
」

は
、
『
局
と
区
が
自
律
的
に
運
営
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
と
局
・
区
の
機
構
の

再
編
』
を
重
点
改
革
項
目
の
一
つ
に
掲

げ
て
お
り
、
こ
の
中
で
、
予
算
に
っ
い

て
は
、
政
策
方
針
主
導
型
予
算
を
目
指

し
、
包
括
的
に
配
分
さ
れ
た
財
源
の
中

で
、
局
区
が
自
律
的
に
編
成
し
、
執
行

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

打
ち
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ

ラ
ン
を
構
成
す
る
「
中
期
財
政
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
お
い
て
も
、
包
括
的
な
財
源
配

分
に
よ
り
、
成
果
を
踏
ま
え
、
局
・
区

が
予
算
原
案
を
主
体
的
に
作
成
す
る
編

成
シ
ス
テ
ム
に
見
直
す
こ
と
、
そ
し
て
、

身
近
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で
あ
る

区
役
所
予
算
を
創
設
す
る
こ
と
を
明
確

化
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
予
算
編
成
改
革
は
、

横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
の
具
現
化
へ

向
け
た
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

事
業
主
体
で
あ
る
局
区
が
自
律
的
に
予

算
編
成
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
の
よ
り

的
確
な
重
点
化
や
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削

減
を
進
め
た
い
と
い
う
財
政
的
な
事
情

だ
け
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
、
市
民
満

足
度
を
高
め
る
と
い
う
行
政
の
基
本
的

観
点
か
ら
、
庁
内
の
「
分
権
」
、
事

業
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
へ
の
「
権
限

移
譲
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２

新
た
な
予
算
編
成
方
法
の
概
要

　
去
る
1
0
月
１
日
、
平
成
1
6
年
度
予
算

編
成
方
針
の
な
か
で
、
新
た
な
予
算
編

成
方
法
の
導
入
を
示
し
た
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
図
－
１
）

Ｏ
目
的
と
基
本
方
針

　
編
成
改
革
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て

は
、
前
述
の
背
景
を
踏
ま
え
、
次
の
３

点
を
目
的
に
位
置
づ
け
た
。

〈
編
成
改
革
の
目
的
〉

①
「
局
区
の
自
律
的
な
組
織
運
営
の

　
実
現
」
に
資
す
る
編
成
改
革
と
す

　
る
こ
と

②
「
政
策
や
方
針
が
主
導
す
る
形
で

　
の
予
算
編
成
」
を
実
現
す
る
こ
と

③
「
局
区
の
運
営
方
針
等
を
基
礎
に

　
し
た
予
算
編
成
」
と
な
る
こ
と

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
目
的
達
成
に
向

け
、
改
め
て
４
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、

具
体
的
な
編
成
方
法
を
検
討
し
た
。

皇
つ
の
方
針
）

①
包
括
的
な
財
源
配
分
に
よ
る
局
の
自

　
主
編
成

　
財
政
局
へ
の
要
求
と
審
査
の
過
程
を

廃
止
し
、
各
局
が
あ
ら
か
じ
め
包
括
的

に
配
分
さ
れ
た
財
源
を
も
と
に
、
原
則

と
し
て
す
べ
て
の
所
管
事
業
を
対
象
に

自
ら
の
判
断
で
市
長
審
査
に
付
す
予
算

原
案
を
作
成
す
る
こ
と

②
都
市
経
営
の
基
本
方
針
※
①
等
と
の

　
連
携
の
促
進

　
都
市
経
営
の
基
本
方
針
や
中
期
政
策

プ
ラ
ン
、
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
、
中
期
財

政
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
全
市
方
針
や
こ
れ
を

踏
ま
え
た
局
区
の
運
営
方
針
※
②
に
即

し
、
そ
の
実
現
に
一
層
つ
な
が
る
よ
う

各
年
度
の
予
算
が
編
成
さ
れ
る
こ
と

③
財
政
の
健
全
性
の
確
立
へ
の
取
組
の

　
促
進

　
本
市
全
体
の
債
務
（
市
税
等
で
返
済

す
る
特
別
会
計
や
企
業
会
計
あ
る
い
は

図一1　新たな予算編成方法の概要
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※①都市経営の基本方針…①横浜市全体の政策方針、②

予算編成の方向性、③各局区・事業本部が策定する運営

方針の指針となる都市経営の基本方針。翌年度の予算編

成作業に入る時期に、翌年度の市政運営の基本方針とし

て、予算編成方針とともに公表される。

※②局区の運営方針…局長・区長・事業本部長が、業務

の課題や地域の課題、地域ニーズを踏まえて、当該年度

の重点的な取組課題、目標を明確に定めた局・区・事業

本部ごとの運営方針。年度当初に策定し、中間期を年度

末に振り返りを行う。ホームページ等に公表される。



外
郭
団
体
の
借
入
金
を
含
む
）
の
縮
減

の
取
組
を
引
き
続
き
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と

④
編
成
事
務
に
か
か
る
負
担
の
軽
減

「
要
求
と
審
査
」
の
廃
止
を
は
じ
め

予
算
編
成
事
務
全
体
の
効
率
化
を
図

り
、
で
き
る
か
ぎ
り
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と

②
局
の
自
律
的
予
算
編
成
と
総
合

調
整

新
た
な
予
算
編
成
は
、
大
き
く

①
各
局
が
自
主
的
・
自
律
的
に
局
原
案

を
編
成
す
る
過
程
と
、
こ
れ
を
基
礎
に
、

②
全
市
的
な
視
点
か
ら
の
総
合
調
整
を

図
る
過
程
の
２
つ
の
枠
組
み
を
基
本

に
し
て
い
る
。

図
－
２
に
沿
っ
て
、
新
た
な
予
算
編

成
の
内
容
と
流
れ
を
説
明
す
る
。

①
局
の
自
主
的
・
自
律
的
な
予
算
編
成

　
（
1
0
月
～
1
1
月
）

　
予
算
編
成
方
針
の
通
知
と
合
わ
せ

て
、
各
局
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翌
年
度
予

算
で
活
用
で
き
る
財
源
枠
を
設
定
し
通

知
す
る
（
財
源
枠
の
具
体
的
な
設
定
方

法
は
後
述
）
。
各
局
は
、
こ
の
財
源
を

活
用
し
、
翌
年
度
の
局
予
算
原
案
を
取

り
ま
と
め
る
が
、
従
来
の
財
政
局
へ
の

要
求
と
審
査
の
過
程
が
省
略
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
施
策
や
事
業
に
対
す
る
自

主
的
な
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
予
算

原
案
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。

　
局
原
案
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
背
景
に

中
期
政
策
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、
都

市
経
営
の
基
本
方
針
や
予
算
編
成
方

針
、
さ
ら
に
局
の
運
営
方
針
な
ど
を
踏

ま
え
、
施
策
・
事
業
の
優
先
度
や
緊
急

度
に
十
分
に
配
慮
し
て
作
成
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
案
作
成
に

先
立
ち
、
「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」
※
③

を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
既
存
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
目
的
と
効
果
、
決
算
実
績
、

経
費
の
多
寡
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
動
向
、
民

間
も
含
め
た
他
の
主
体
へ
の
転
換
の
可

能
性
な
ど
、
事
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

必
要
な
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
前
提

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
的
確
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
事
業
の
見
直
し
等
に

伴
い
捻
出
さ
れ
た
財
源
は
、
配
分
枠
の

範
囲
で
、
局
内
の
他
事
業
の
新
規
展
開

や
拡
充
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
各
局
の
工
夫
に
よ
る

図‐2　予算編成プロセス

経
費
節
減
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

②
局
予
算
原
案
の
市
長
・
副
市
長
説
明

（
1
1
月
）

　
作
成
さ
れ
た
各
局
の
予
算
原
案
に
っ

い
て
、
直
接
、
市
長
・
副
市
長
へ
の
説

明
を
行
う
が
、
原
案
の
概
要
に
加
え
、

「
重
点
政
策
課
題
」
や
「
新
時
代
行
政

プ
ラ
ン
」
へ
の
取
組
状
況
な
ど
も
あ
わ

せ
て
説
明
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③
全
市
的
な
視
点
か
ら
の
総
合
調
整

　
市
長
・
副
市
長
へ
の
説
明
を
経
た
各

局
の
予
算
原
案
を
基
礎
に
、
全
市
の
予

算
案
を
作
成
す
る
。
自
律
的
な
予
算
編

成
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
局
原
案
を
尊

重
し
つ
つ
、
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン

の
理
念
で
あ
る
各
方
針
等
と
の
連
携
を

一
層
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
段
階
で
、

全
市
的
な
視
点
か
ら
の
「
総
合
調
整
」

を
行
っ
て
い
く
。

　
い
わ
ゆ
る
「
総
合
調
整
」
は
、
市
長

審
査
の
前
段
で
行
う
「
実
務
段
階
の
課

題
調
整
」
と
市
長
審
査
に
よ
る
「
市
長
調

整
」
の
２
つ
の
過
程
を
経
て
行
わ
れ
る
。

ア
　
総
合
調
整
連
絡
会
と
各
局
の
調
整

（
実
務
段
階
の
課
題
調
整
）
（
1
2
月
）

「
都
市
経
営
の
基
本
方
針
」
や
「
中

期
政
策
プ
ラ
ン
」
を
所
管
す
る
都
市
経

営
局
、
「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
」
を
所

管
す
る
総
務
局
、
「
中
期
財
政
ビ
ジ
ョ

ン
」
や
「
予
算
編
成
」
を
所
管
す
る
財

政
局
に
よ
り
、
「
総
合
調
整
連
絡
会
」

を
設
置
し
、
市
長
審
査
に
先
立
っ
て
、

各
局
の
予
算
原
案
に
対
す
る
調
整
を
行

う
。
こ
こ
で
は
、
原
案
説
明
に
お
い
て
、

市
長
・
副
市
長
か
ら
示
さ
れ
た
施
策
や

事
業
へ
の
課
題
指
摘
に
加
え
、
総
合
調

整
に
あ
た
る
３
局
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
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て公表するとともに、予算編成、

職員配置計画、運営方針に反映

させ、具体的な取組を進める。



る
方
針
や
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、
よ

り
一
層
の
対
応
が
望
ま
れ
る
項
目
の
ほ

か
、
財
政
制
度
や
財
源
面
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
事
項
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
段

階
で
一
定
の
調
整
を
図
る
。

　
具
体
的
な
調
整
内
容
は
、
特
定
事
業

に
っ
い
て
一
層
の
充
実
を
依
頼
す
る
も

の
か
ら
、
事
業
手
法
の
改
善
や
将
来
の

財
政
負
担
へ
の
配
慮
を
求
め
る
も
の
な

ど
多
様
な
項
目
が
想
定
さ
れ
る
が
、
局

原
案
の
尊
重
を
原
則
と
し
、
で
き
る
限

り
対
象
を
限
定
し
た
運
用
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
各
局
は
、
こ
の
調
整
依
頼
を
踏
ま
え
、

必
要
と
判
断
す
る
事
項
に
っ
い
て
、
対

応
案
を
検
討
し
、
局
原
案
に
必
要
な
修

正
を
加
え
て
、
最
終
局
予
算
原
案
と
し

て
取
り
ま
と
め
る
。

イ
　
市
長
審
査
と
予
算
案
の
作
成
（
市

　
　
長
に
よ
る
総
合
調
整
）
（
１
月
）

　
１
月
の
市
長
審
査
に
よ
り
市
長
に
よ

る
総
合
調
整
が
行
わ
れ
、
議
会
へ
提
案

す
る
市
の
予
算
案
が
「
作
成
」
さ
れ
る
。

市
民
や
議
会
各
会
派
か
ら
の
予
算
要
望

事
項
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
予
算
案
の
全

体
像
、
主
要
事
業
、
重
点
政
策
課
題
や

新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
へ
の
対
応
状
況
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
の
審
査
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
当

該
局
区
を
交
え
た
協
議
・
検
討
の
場
を

設
定
し
、
最
終
決
定
を
行
っ
て
い
く
。

③
包
括
的
な
財
源
配
分
の
方
法

　
（
図
―
３
）

　
予
算
編
成
の
流
れ
は
以
上
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
各
局
へ
の
財
源
配
分
の
方

法
に
っ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

　
毎
年
度
、
予
算
編
成
方
針
の
通
達
に

先
立
っ
て
翌
年
度
の
財
政
見
通
し
を
作

成
す
る
が
、
こ
の
う
ち
歳
入
の
見
通
し

に
用
い
た
市
税
収
入
額
や
市
債
の
発
行

予
定
額
さ
ら
に
特
定
の
使
用
料
な
ど
の

合
計
額
「
以
下
、
「
一
般
財
源
等
」
と
い

う
）
を
原
資
と
し
て
各
局
に
一
定
の
基

準
で
配
分
す
る
。
こ
こ
で
は
、
今
回
実

際
に
行
っ
た
1
6
年
度
編
成
で
の
配
分
結

果
を
用
い
て
し
く
み
を
説
明
し
た
い
。

①
1
6
年
度
の
財
政
見
通
し
と
配
分
一
般

　
財
源
等
の
状
況

　
1
6
年
度
の
収
支
は
、
極
め
て
厳
し
い

見
通
し
で
あ
る
。
個
人
所
得
の
減
少
や

地
価
の
下
落
に
伴
い
市
税
収
入
が
引
き

続
き
減
少
す
る
一
方
で
、
扶
助
費
や
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
他
の
経
費

を
仮
に
前
年
度
と
同
額
と
し
た
場
合
で

も
、
４
５
０
億
円
と
い
う
大
幅
な
財
源

不
足
と
な
る
状
況
で
あ
る
。
（
表
ｊ
２
）

　
こ
の
な
か
で
、
配
分
対
象
と
な
る
一

般
財
源
等
の
総
額
は
、
９
７
７
０
億
円

と
見
込
ま
れ
る
が
、
す
で
に
、
こ
の
段
階

で
前
年
度
に
比
べ
１
６
０
億
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
市
債
の
発
行

予
定
額
は
、
新
た
な
発
行
方
針
に
よ
る

８
％
減
の
額
で
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
実
際
の
配
分
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
現
段
階
に
お
い
て
収
入
が
見
込

ま
れ
る
一
般
財
源
等
に
加
え
、
今
後
の

財
政
局
を
中
心
と
す
る
財
源
確
保
の
努

力
目
標
と
し
て
5
0
億
円
を
設
定
し
、
総

額
を
９
、
８
２
０
億
円
と
し
た
。
さ
ら

に
こ
こ
か
ら
、
総
合
調
整
用
の
財
源
と

し
て
５
０
億
円
を
留
保
し
た
う
え
で
各
局

へ
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
。

②
財
源
配
分
の
方
法

　
各
局
へ
の
配
分
額
は
、
ま
ず
、
1
5
年
度

の
局
予
算
を
、
①
法
定
扶
助
費
や
公
債

費
な
ど
の
義
務
的
な
経
費
【
区
分
１
】
、

②
翌
年
度
の
重
点
政
策
課
題
に
該
当
す

る
事
業
費
【
区
分
２
】
、
③
そ
の
他
の

経
費
【
区
分
３
】
の
３
つ
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
財
源
済
の
額
を
も
と

に
一
定
の
基
準
で
算
定
す
る
。

ア
　
法
定
扶
助
費
や
公
債
費
等
の
義
務

〈
参
考
〉
市
債
発
行
の
新
た
な
考
え
方

こ
れ
ま
で
一
般
会
計
に
っ
い
て
、

償
還
財
源
が
、
将
来
交
付
税
で
措
置

さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
特

別
な
市
債
を
除
き
1
2
％
減
の
発
行
抑

制
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
平
成
1
8
年

度
ま
で
の
市
債
発
行
の
新
た
な
考
え

方
と
し
て
、
平
成
1
6
年
度
か
ら
、
将

来
に
わ
た
っ
て
市
債
残
高
を
確
実
に

減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、
市

債
発
行
額
を
元
金
償
還
額
の
範
囲
内

に
抑
え
る
（
横
浜
方
式
の
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
と
す
る
（
※
）
）

こ
と
を
目
標
と
し
、
す
べ
て
の
市
債

を
対
象
に
市
債
発
行
額
を
対
前
年
度

８
％
減
に
抑
制
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
の

市
税
等
で
償
還
す
る
市
債
に
っ
い
て

も
、
一
般
会
計
同
様
、
８
％
減
に
抑

制
す
る
。

※
横
浜
方
式
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
。

ン
ス
と
は

国
が
考
え
て
い
る
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
均
衡
と
は
、
国
債
の

発
行
額
と
、
国
債
の
元
金
償
還
額

及
び
利
払
額
と
の
均
衡
で
あ
り
、

こ
の
場
合
に
は
、
利
払
分
だ
け
国

債
の
残
高
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

横
浜
市
で
は
、
市
債
残
高
を
確

実
に
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
国

よ
り
も
厳
し
い
条
件
と
し
て
「
横

浜
方
式
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
」
を
黒
字
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
。

12●

表―2　平成16年度財政見通し(一般会計)



的
な
経
費
【
区
分
１
】

　
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
他
の
区
分
の
経

費
に
比
べ
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ

る
経
費
削
減
の
工
夫
が
働
き
に
く
い
こ

と
か
ら
、
翌
年
度
に
生
ず
る
支
出
見
込

額
を
算
定
し
、
配
分
額
と
す
る
（
所
要

額
配
分
）
。
配
分
で
き
る
一
般
財
源
等

の
総
額
が
減
少
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ら

区
分
１
の
所
要
額
に
よ
っ
て
配
分
す
る

額
が
３
３
０
億
円
増
加
し
て
お
り
、
他

の
経
費
を
圧
迫
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
。
な
か
で
も
、
1
6
年
度
に
お
い

て
は
、
財
政
の
健
全
性
確
立
関
連
経
費

が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

前
述
し
た
本
市
債
務
の
縮
減
に
か
か
る

経
費
に
加
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に

よ
り
従
来
の
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

な
る
事
業
へ
対
応
が
生
ず
る
こ
と
を
想

定
し
、
一
定
規
模
の
留
保
額
（
暫
定
的

に
財
政
局
へ
仮
配
分
）
を
含
ん
で
い
る

も
の
で
あ
る
。

イ
　
重
点
政
策
課
題
に
該
当
す
る
事
業

費
「
区
分
２
」

　
ア
の
所
要
額
で
配
分
す
る
経
費
以
外

は
、
原
則
と
し
て
残
る
配
分
財
源
の
な

か
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
都
市
経
営
の
基
本
方
針
に
示
さ

れ
る
市
政
の
「
重
点
政
策
課
題
」
に
対

応
す
る
事
業
に
っ
い
て
は
、
そ
の
他
の

経
費
と
区
分
し
、
財
源
配
分
上
、
一
定

の
配
慮
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　
1
6
年
度
予
算
編
成
で
は
、
配
分
で
き

る
財
源
総
額
が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と

か
ら
、
「
前
年
度
の
予
算
規
模
の
確
保
」

を
基
本
と
し
、
こ
れ
に
当
該
事
業
の
1
5

年
度
か
ら
1
6
年
度
で
の
進
捗
等
に
伴
う

増
減
を
踏
ま
え
て
配
分
額
を
算
定
し
て

い
る
（
計
3
0
億
円
の
増
）
。

ウ
　
そ
の
他
の
基
礎
経
費
「
区
分
３
」

一
般
財
源
等
を
区
分
１
、
２
の
所
要

額
に
充
て
た
う
え
で
、
そ
の
他
の
経
費

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
配
分
額
を
算

定
す
る
。
1
6
年
度
で
は
、
前
年
度
対
比

で
1
5
％
程
度
の
削
減
が
余
儀
な
く
さ
れ

る
大
変
厳
し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
配
分
額
の
算
定
と
予
算
化
と
の

関
係

　
以
上
に
よ
り
各
局
の
配
分
額
が
算
定

さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
用
い
た
基
準
は
あ

く
ま
で
配
分
総
額
の
算
定
上
の
も
の
で

あ
り
、
も
と
よ
り
局
原
案
の
な
か
で
そ

の
ま
ま
予
算
化
す
る
額
で
は
な
い
。
局

原
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
区
分
１

の
経
費
も
含
め
、
既
存
手
法
の
見
直
し

に
よ
る
経
費
の
削
減
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
新
規
・
拡
充
な
ど
の
事
業

展
開
に
充
て
る
な
ど
、
配
分
財
源
を
有

効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
特
に
予
算
編
成
の
前
提
と
な
る

「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」
に
は
、
事
業
の

実
施
主
体
の
検
討
も
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
営
化
や
委
託
化
な

ど
の
動
き
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
想
定

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
業
務
効
率
化
に

伴
う
人
件
費
の
減
額
分
に
っ
い
て
も
、

各
局
内
で
一
定
の
活
用
が
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

図‐3　財源配分について
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３

区
予
算
と
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

①
区
の
予
算
編
成

　
区
の
予
算
に
っ
い
て
は
、
冒
頭
で
述

べ
た
と
お
り
、
区
役
所
の
機
能
強
化
に

あ
わ
せ
て
自
主
編
成
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　
現
在
、
区
の
予
算
「
個
性
あ
る
区
づ

く
り
推
進
費
」
は
、
自
主
企
画
事
業
費

（
区
役
所
が
独
自
に
企
画
し
、
執
行
す

る
事
業
費
）
と
、
一
般
事
業
費
（
各
局

か
ら
配
付
さ
れ
て
い
た
予
算
を
束
ね
た

も
の
で
、
各
局
が
定
め
た
一
定
の
条
件

に
基
づ
い
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
執

行
す
る
事
業
費
）
、
区
庁
舎
・
区
民
利

用
施
設
管
理
費
（
区
庁
舎
・
区
民
利
用

施
設
の
管
理
運
営
に
か
か
る
経
費
）
の

３
つ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
自
主
企
画
事
業
費
は
、
平
成
1
4

年
度
ま
で
、
各
区
一
律
１
億
円
が
配
付

さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
1
5
年
度
予
算
か

ら
は
、
全
体
で
1
8
億
円
と
い
う
枠
組
み

の
中
で
、
各
区
の
新
規
事
業
へ
の
取
組

の
状
況
に
応
じ
て
予
算
を
配
付
す
る
方

法
を
取
り
入
れ
た
。

　
ま
た
、
区
が
必
要
と
判
断
し
た
局
事

業
の
予
算
に
っ
い
て
、
直
接
予
算
要
求

を
行
い
、
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
そ
の

事
業
費
が
局
予
算
に
配
付
さ
れ
る
と
い

う
、
「
区
に
よ
る
予
算
要
求
」
の
試
行

を
平
成
1
5
年
度
予
算
か
ら
始
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
区
は
自
ら
予
算
要

求
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
必
要
と
判
断
す
る
事
業
に
っ
い
て

も
、
局
に
要
望
を
伝
え
、
事
業
実
施
を

依
頼
し
て
い
た
。
こ
の
試
行
に
よ
り
、

区
自
ら
が
、
区
の
実
情
に
応
じ
た
事
業

実
施
へ
向
け
て
予
算
を
要
求
す
る
道
が

開
け
た
の
で
あ
る
。
平
成
1
6
年
度
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
こ
の
試
行
を
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
平
成
1
7
年
度
以
降
は
、
「
個

性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
」
に
加
え
、
局

か
ら
区
に
移
管
さ
れ
た
事
務
事
業
費
や

現
行
の
事
務
事
業
ご
と
に
区
に
配
付
さ

れ
て
い
る
局
事
業
費
の
一
部
を
と
り
ま

と
め
て
、
区
が
自
律
的
に
予
算
の
編
成

及
び
執
行
が
で
き
る
区
予
算
を
新
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

②
予
算
に
お
け
る
メ
リ
ツ
ト
シ
ス
テ

　
ム
の
導
入

　
最
後
に
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
導
入
し

た
新
た
な
取
組
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
に
っ
い
て
紹
介
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
効

率
的
・
効
果
的
な
事
業
執
行
、
コ
ス
ト

縮
減
に
努
め
な
け
れ
ば
抜
本
的
な
改
革

は
な
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、
職
員
の
意

識
啓
発
の
意
味
も
含
め
て
、
予
算
執
行

段
階
で
の
工
夫
に
よ
る
節
減
や
新
た
な

財
源
の
確
保
に
対
し
て
一
定
の
メ
リ
ッ

卜
を
付
与
す
る
「
予
算
に
お
け
る
メ
リ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
予
算
の
執
行
段
階
で

節
減
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
節
減
額
の

１
／
２
又
は
全
額
を
、
節
減
の
工
夫
を

行
っ
た
局
区
の
翌
年
度
以
降
３
か
年
間

の
予
算
に
上
乗
せ
す
る
と
い
う
も
の

で
、
平
成
1
5
年
度
予
算
執
行
で
の
取
組

成
果
は
、
1
6
年
度
予
算
か
ら
反
映
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
た
と
え
予
算
の
執
行

上
で
節
減
を
行
っ
て
も
、
執
行
実
績
が

減
じ
た
こ
と
に
よ
り
翌
年
度
の
予
算
が

減
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
が
あ
り
、
執
行
の
工
夫
に
取
り
組
む

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
に
く
い
状
況

に
あ
っ
た
。
今
回
、
節
減
努
力
自
体
が

評
価
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
節
減
や
財
源
確
保
の
工
夫

を
重
ね
る
「
い
い
循
環
」
が
生
じ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
「
自
律
・
分
権
型
予
算
編
成
」
の
実

施
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源

の
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
活
用
を
図

っ
て
い
く
。

　
以
上
、
今
回
の
予
算
編
成
改
革
の
概

要
を
説
明
し
て
き
た
。
は
じ
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
財
源
状
況
の
最
も
厳
し
い

時
期
に
導
入
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

後
、
実
際
に
運
用
し
て
行
く
な
か
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
把
握
さ
れ
、
修
正

を
加
え
て
い
く
場
面
が
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
の
理
想
を
「
必
ず
し
も

十
分
果
た
せ
る
制
度
に
至
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
ご
批
判
も
あ
ろ
う
と
思
う
。

財
政
局
と
し
て
も
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
の
改
革
で
は
あ
る
が
、
勇
気
を
持
っ

て
従
来
の
し
く
み
を
変
え
て
い
く
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
と
し
た
。
各
方
面
か

ら
の
指
摘
、
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
よ
り
よ
い
予
算
編
成
制
度
を

目
指
し
て
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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